ほぼ週刊コラム　Partnership論　その１８１
シリーズ：『米国Partnership税制勉強会』の振り返りと準備
第二十一回勉強会（年表rev.8項目14： Evangelii Gaudium）の振返り（１）：

Which has innovative capacity at his disposal, a corporate or a partnership？
20160318 rev.1 齋藤旬

九大でのプレゼン用パワポを表題のように書き直した。日本語で言うと「innovationを起こす能力（capacity）を自由に使える様態で持っているのはcorporateかpartnershipか」という問題。
この問題は、大きなくくりではcorporate personhood問題[footnoteRef:1]といい、postsecular議論の中では主要テーマの一つとなっている。Google Ngram Viewerでpostsecular, corporate personhoodと検索すると： [1:  概観するには、Pollman, Elizabeth, Reconceiving Corporate Personhood (November 2, 2012). 2011 Utah L. Rev. 1629. Available at SSRN: http://ssrn.com/abstract=1732910  or http://dx.doi.org/10.2139/ssrn.1732910 もお勧め。持分がfreely transferrableであるcorporateが特定の政治思想に荷担して良いのか、という別角度から議論を始めているが参考になる。ちなみにこの論文の謝辞には、Partnership論の大家であり、Private Company Law Reformの第二論文The Evolving Partnershipの著者であるLarry Ribsteinの名前が出てくる。私としては欧米のpostsecular議論partnership議論の広さを感じた次第だ。 ] 
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[bookmark: _GoBack]となって、21世紀が始まるとともに両テーマの議論がほぼ同期して急激に活発化していることが分かる。

しかしpostsecular議論の21世紀に入ってからの急激な立ち上がりを知らない人達にとっては当然分かりにくいテーマだということで、九大でのプレゼン用パワポを『Case study: Dream Works LLC』の内容に絞って、明日からの三連休で全面的に書き直すことにした。
ただ当コラム読者にとっては、十分租借できるし必須知識でもあるのでここにアップしておく。ご覧頂きたい。　　　　　　　　　　　　今週は以上。来週も請うご期待。
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